
 

 

 
 ＪＭＣグループでは毎

月ＭＭ（マネジメントマ
ーケティング）研究会や、 販路コーディネータス

タートアップセミナー、
セールスレップスター

トアップセミナーなど
を実施し、実践に取り組

む会員・組合員のスキル
アップ支援を行ってい ます。

 

 スタートアップセミ
ナーではその仕事と役

割の事例、契約などにお
ける諸注意点「ＭＭ戦略

シートの作成」や関連ツ
ール類の説明など実践

的なビジネス活動の研
修となっています。

 

また、最近のＭＭ研究
会では「大手中堅企業が

悔しがる簡単便利な独
立事業者のネット活用

術～オフィスを必要と
しない携帯端末利用術

とクラウドによる会員
ネット活用法」（講師 

本庄一裕氏）と題し、Ｍ
Ｍセミナーが行なわれ

ました。
 

市場ニーズと生産者
の思い込みのボタンを

正しく掛け変える方法
論を導き出すのも、レッ

プの大きな役割の一つ
ですが、近年、この方法

論の具現化には「ＩＣ
Ｔ」の活用が不可欠とな

っています。
  大手企業が積極的に

ＩＣＴを活用し、一般消
費者向けの商材開発な

どを加速化する一方で、
協会の有資格者に期待

されるマーケティング
も更なるスピードと確

実性が要求されるよう
になってきました。が、

そのスピードは個人レ
ベルでの能力の限界を

超えてきています。

 

 そこで、消費者や企業
以上のＩＣＴ活用が協

会有資格者の重要な武
器になります。

 

 ビジネスにおけるＩ
ＣＴ活用は、個人が持つ

販売チャネルと他のレ
ップのチャネルを融

合・ネットワークするこ
とで得られるメリット

（協会会員同士のネッ
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セールスレップ・販路

ＣＯ協同組合は、では、
自助（組合員）、共助（地

域委員）、公助（公的支
援機関）の三本の柱を基

本スタンスとしたネッ
トワークの拡充に取り

組んでいます。 
協同組合は、異分野の

専門家を擁し、全国各地
の企業の販路開拓、販路

コーディネート、地域活
性化に取り組んでいま

す。また、ケースごとに
最適と思われる産業支

援（人材紹介、マッチン
グ、公的支援ツール活用

等）を行う形で公的支援
事業等を全国規模で展

開しています。 
ＪＲＭ組合員は、商談

会、製品検討会、交流会、
研修会に参加出来ます。

また、独立事業者として
コンサルタントなどの

道が開けます。 
 ・セールスレップ・

・セールスレップ・
・セールスレップ・
・セールスレップ・販路販路販路販路コーコーコーコー

ディネータディネータディネータディネータ協同組合協同組合協同組合協同組合    
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トワーク情報共有）を積
極的に活用、推進するこ

とが必要な時代です。
 

 就労人口の変化に伴
い、今後、会員の活躍の

場は益々増加します。し
かし、経験や実績のある、

特に人脈とスキルを持
つ年長者のＩＣＴ活用

と情報ネットワークが
なければ、顧客の求める

情報をタイムリーに入
手し提供することは難

しいでしょう。
 

 定例のＭＭセミナー
では、ＪＭＣグループ小

塩会長による「マネジメ
ントマーケティングの

新たな展開『新発表：商
品開発１０のステップ、

マネジメントマーケテ
ィング戦略シートＢ』

『ＭＭピンポイントの
活用』」と河野理事によ

る「新営業戦略、買われ
る仕組み作り」セミナー

を開催しました。

 

 会長のセミナーでは、
「マネジメントマーケ

ティングの新たな展開」
と題し、①商品企画１０

のステップの概要

 

②新たなマネジメント
マーケティング戦略シ

ートの説明

 

③ＭＭピンポイントの
活用

 

④地域資源の体系と活
用

 

などを軸とし講演が行
なわれました。

 

特に、２０１２年１１
月に日刊工業新聞に３

回シリーズで掲載され
た、インターネット時代

の商品企画１０のステ
ップや、新たなマネジメ

ントマーケティング戦
略シート、地域資源の体

系と活用などについて
好評となりました。

 

続く、河野理事のセミ
ナーでは、

 

①
 自然に商品が売れて

いく市場
 

②

 営業戦略の立て方
  

③

 メール君、ＷＥＢ君
という営業戦術の活用

 

④

 営業の仕組み化と個
別営業力で売り上げア

ップと題し、セミナーが
行なわれました。

 

 市場の視点から営業
戦略を捉え、営業マンを

採用せず、商品が買われ
る仕組みを構築した実

践事例が好評となりま
した。

 

 講演、セミナー後は交
流会を開催し、各地の会 員の親睦を深めました。

 

また、年度最初のＭＭ
セミナーは２月から開

催、本年度は日本販路コ
ーディネータ協会常務

理事、日本セールスレッ
プ協会事務局長の北賢

治氏による、「２０１３
年協会の展望と地域活

性化の実務」開催しまし
た。地域活性化において、

重要な役割を果たす地
域発掘の手法・評価、観

光特産活動の推進方法、
観光の５資源体型など

の活用方法や、その知識
と理解について、実務の

面から提言。
 

社会構造が大きく変
わる中、企業の成長には、

協会有資格者の専門家
などの「マネジメントマ

ーケティング戦略」を軸
にした異分野の専門家

の「コトづくり、モノづ
くり」による、協業、連

携力が欠かせません。
  そのための「ＭＭＣ」や、

「ＭＭＰ」、さらにツー
ルとしての「ＭＭ戦略シ

ート」を学び、それらを
どのように活用して

 ど
のようにその事業活動

を支援するかの、今後の
展望とその実践につい

てお話ししました。

 

地域ごとに定期開催
し、資格取得者同士の情

報交換を促すＭＭビジ
ネス交流会（ＭＭＢ）。

 

 ＭＭＢは他都県の交
流会にも参加できるよ

う、地域間交流の場とし
て「地域活性化」や会員

のスキルアップを目的
に実施しています。 

 

◆ＭＭビジネス交流会
参加者アンケートより

 

○講演への感想
 

・一人暮らしの世帯数の
増加、人口ピラミッドな

ど、たいへんおもしろく
聴けた。銀行は取引先を

多く持っているので今
後も同様のマッチング

を行ってください。反面、
コーディネータは顧客 を見つけることが大変

です。顧客紹介をしても
らえる連携ができれば

お願いしたい。

 

・食品については素人の
私でもおもしろかった。

 

・日本の外部要因を含め
た地方の抱える問題が

わかった。

 

・商品展示方法によって
売上が全く違ってくる

ことがわかった。

 

・具体的な支援例とブラ
ッシュアップの実例が

示されていたのでよか
った。たいへんわかりや

すい解説でした。

 

○今後の要望
 

・内需拡大、海外展開の
具体的流れと方法。

 

・企業の取り組みの成功
例や失敗例の具体的な

事例。
 

・工業製品の支援とブラ
ッシュアップ。

 

・取組に参加した店舗の
店主や店員の話も聞き

たい。

 

・観光コーディネーター
の活動例。

 

・飲食店のメニュー開発、
店員オペレーション。

 

ＭＭＢは人脈を広げ、
新たなビジネスチャン

スを作る機会として、今
後も参加を呼びかけて

ゆきます。 毎年開催されている
女性主体のレディース

会（通称・Ｌ会）。昨年
度に開催したＬ会は特

に好評で、新たに資格を
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取得したり、ビジネスの
話につながったりと、実

りある会となりました。
会は終始和やかな雰囲

気で、和気あいあいと進
みました。参加した方々

からもたくさんの賛辞
をいただきました。 

 「もっと座談会の時
間を取って欲しかった」

との声が多かったこと
から、今回は女性ならで

はの悩みや働き方につ
いて、多くの時間を取り、

お話していただきたい
と考えています。

 

◆アンケートより抜粋

 

・実際に活躍されている
先輩方のお話は非常に

ためになった。

 

・協会メンバーから実践
的なアドバイス、サポー トのある、ワークショッ

プ形式のものもよい。

 

・「商品のブラッシュア
ップをする」「地域ブラ

ンド作りに取り組んで
みる」など、具体的なテ

ーマがあり、アウトプッ
トがある企画。

 

・セミナーやワークショ
ップに参加するなかで、

自身の今後（自分のやり
たい事、事業計画等）が

見えてくる企画。
 

・参加者と協会所属メン
バーとの交流、人脈が広

がるなかで、独立、起業
への自信が持てる企画

など。今後も実現可能な
ものから進めていく予

定です。
 

                                             

 

ＭＭＰリーダー養成研
修は、「ＭＭＰ（マネジ

メントマーケティング
プログラム）」を実践で

きる次代のリーダーを
育成するための研修制

度です。

 

 ＭＭＰのカリキュラ
ムに外部活用を設け、企 業、行政機関、専門学校、

大学の講師派遣依頼な
どについて、多くの機関

の研修に総合的に適応
できるＭＭＰリーダー

を養成しています。

 

ＭＭＰリーダーは、資
質の高い会員のビジネ

スチャンスを広め、自由
に各地域でＭＭＰ研究

会を開催することがで
きます。

 

ＭＭＰリーダー研修
は、毎年、半期毎に実施

しています。 これまでこれまでこれまでこれまで３７３７３７３７都道府県都道府県都道府県都道府県
のセミナーのセミナーのセミナーのセミナー研修会研修会研修会研修会、、、、講演講演講演講演

会会会会などをなどをなどをなどを開催開催開催開催    
 

 認定講師は、従来から
協会講師ができる資格

という位置づけがあり
ましたが、数年前から

徐々に、「外部の企業や
行政に対して講師がで

きる人材」という認識が
高まってきました。従っ

て、協会の認定講師とし
て企業や行政に自己紹

介し、協会の研修内容を
説明することで、相手に

安心感が増しています。 
 

認定講師の皆様には、 毎月定例のＭＭ研究会
の場を提供しています。

協会では各分野の経験
ある認定講師が在籍し、

これまで３７都道府県
のセミナー研修会、講演

会などの要望に講師の
派遣でお応えしてきま

した。

 

認定講師は登録制と
なっており、協会の講師

養成研修
(毎年１月

)を受
講し、「面談審査」、「論

文審査」に合格すること
で、ＪＭＣグループの認

定講師として登録され
ます。        これまでにこれまでにこれまでにこれまでに取取取取りりりり組組組組んだんだんだんだ研研研研

修実績及修実績及修実績及修実績及びそのびそのびそのびその内容内容内容内容    
①農商工観光連携セミ

ナー平成２３年７月～
１０月（８日間） 

  農商工に観光を連携
させるという新たな研

修を実施しました。地域
の資源、観光資源を有効

に活用するため、農林畜
水観光事業者や商工業

者の方々がお互いの「技
術」や「ノウハウ」を持

ち寄って、新しい商品や
サービスの開発・提供、

販路の拡大などに取り
組むためのセミナーを

行いました。特に地域の
農業者や中小企業者が、

観光事業者と連携し、領
域の拡大等につながる

内容であり、今後の経営、
販売促進、営業などの改

善に役に立つ研修とし
て評価いただきました

 。 

②働き方研修

 

・ハローワーク給付金
「マーケティング専門

家研修講座」

 

・シルバー人材センター
「販売コーディネート

講座」
 

③その他、公的機関主催
の販路開拓塾、中小企業

マーケティング力強化
塾、マーケットイン型も

のづくりセミナー、製品
ブラッシュアップ実践

塾、販路コーディネート
支援セミナーなどへの 専門家講師派遣等多数

実施。

 

 公的支援機関に係る主
な評価業務及び商品開

発・販路開拓支援業務

 

中小企業基盤整備機

 

「中小企業・ベンチャー
挑戦支援事業のうち事

業化支援事業および実
用化研究開発事業」評価

等実施者派遣 
個別事業個別事業個別事業個別事業のののの実績実績実績実績    

次に、マネジメントマ
ーケティングの地域の

取組に対する大きな波
及効果が見込める事例

について、その代表的実
績から、協会がこれまで

取り組んで来た主な事
業を紹介いたします。 

 １１１１．．．．公的支援機関委託及
公的支援機関委託及
公的支援機関委託及
公的支援機関委託及

びびびび支援事業支援事業支援事業支援事業        
・地域の協同組合による

モノ作り支援事業 
 「北海道セールスレッ

プ協同組合」 
 道内の生産者・メーカ

ーに対して新事業に取
り組めるような顧客ニ
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ーズ情報の提供、新商品
開発・営業支援商品提案

を通して、中小企業の事
業化支援をしています。 

・岐阜県産業支援財団 
 伝統工芸としての関

の刃物     刃物、陶器、食品など
日本の戦国時代から続

く伝統的な品々の技術
が伝わっています。その

一端として、長谷川刃物
株式会社では「はさみ」、

関兼次刃物株式会社で
は「包丁」、川嶋工業で

は刃物をベースとした
日用品、清水刃物は医療

用具、など、数十の企業
の新規事業、既存事業の

見直し、など外部の支援
機関として助言を行い

ました。 ・中小企業基盤整備機構
研究開発補助金評価（面

接審査委員、書類審査委
員） ・香川県 財団法人かが

わ産業支援財団「県外販
路開拓活動促進支援事

業」 ・徳島県 財団法人とく
しま産業振興機構「売れ

るものづくり販路開拓
支援業務」 ・愛媛県「愛媛プロダク ツ県外市場チャレンジ

事業」 ・作州津山商工会 地域
資源活用「地域資源∞全

国展開プロジェクト」 
■全国を対象とした特

産品の開発、販売により、
企業に利益をもたらす

と共に、雇用の創出、地
域素材の消費拡大など

の二次的効果により、地
域産業の活性化につな

がり、特産品の販売を通
じた地域振興が成功す

ることを目的として、右
記のようなプロジェク

ト全体図が作成されま
した。  事業として成立でき

る特産品を開発し、全国
的な販売ルートが確保

され、商業的に成功する ことが目標であり、地域
商工業者が成功体験を

得ることにより、地域活
動のリーダーとなり、今

後一つステップアップ
した事業活動を行える

ようになることを目指
したプロジェクトに対

し、支援機関として参加
しました。

 

・福岡県商工会 「食品
にかかわる評価会・商談

会」 ・秋田県商工会 「地域
の優れもの魅力向上事

業」 ・山形県「山形セレクシ
ョン」 ２２２２．．．．市町村委託事業

市町村委託事業
市町村委託事業
市町村委託事業    

・長崎県佐世保市 
 長崎市が取り組む地

元漁業協同組合と観光
特産事業活動            地産全消・地産来消の

ビジネスモデル検討。①地
産全消：加工業者など、

②地産来消：観光事業者 
    参加企業が自社のおか

れている状況を内部から
分析し解決案を提唱、外

部の専門家がそれを検証
し、さらにフィードバック

する。それにより、地域間
連携をよりスムースに行い

ました。 ・福井県大野市 「新商
品・新技術ブラッシュアップ

相談会」 ３３３３．．．．金融機関金融機関金融機関金融機関    
・静岡銀行、スルガ銀行

ほか金融機関５行によ
る『食壇沼津』プロジェ

クト     沼津の地名、干物の歴
史、の掘り起こし 

 想定される課題は、①
地域内での同業者間の日

和見の壁、②団体商標申
請に向けての利害調整、

③川上と川下の利益相反
関係に金融機関がどう絡

むか、④他の地域のプロジ
ェクトとの連携をどう行

うか、⑤着地型観光は関
係事業者全員が必要、慣

れていない金融機関の役
割をどうするか、などで

す。外部の専門家機関と して、プロジェクトが継続
できるように適時アドバ

イスを行いました。 
・秋田県北都銀行 

・鳥取銀行 「販路開拓マ
ッチング」 ・スルガ銀行「株式会社田

町梅月」 ・静岡県立大学 健康総
菜開発調査事業 （スルガ

銀行、総菜メーカー） 
４４４４．．．．産学官及産学官及産学官及産学官及びびびび研究機関研究機関研究機関研究機関

をををを含含含含むプロジェクト
むプロジェクト
むプロジェクト
むプロジェクト事業事業事業事業 

・沖縄県産業振興公社中
小企業支援事業        

地域特産品等、 医療技
術（佐喜眞義肢）等 

観光特産品 観光牧場        ・農商工観光連携人材育
成研修

    

・旭川職業訓練校営業士
人材育成研修

 

・地域の専門学校 学生
の人材教育の取り組み

 

・北海道セールスレップ 協同組合との人材育成 
・埼玉大学 産学官連携

コンソーシアム事業 
映像検索等ソフト開発 

・立教大学・立正大学学
生の人材教育 

・・・・厚生労働省厚生労働省厚生労働省厚生労働省・ハローワ・ハローワ・ハローワ・ハローワ
ークークークーク等人材育成事業
等人材育成事業
等人材育成事業
等人材育成事業    

    ５５５５....海外展開海外展開海外展開海外展開    ジェトロ・海外展示会、
広報、販路開拓アドバイ

ス事業（南太平洋諸島
展）  太平洋諸島の国々・地

域の海外展開促進を図
るために展示会をジェ

トロ（日本貿易振興協
会）の委託を受けて、当

協会が支援しています。 
 ２０１２年公的販路開公的販路開公的販路開公的販路開

拓支援事例具体例
拓支援事例具体例
拓支援事例具体例
拓支援事例具体例のののの紹介紹介紹介紹介 

一部の活動を具体的
に紹介します。

 

●●●●秋田県秋田県秋田県秋田県    秋田県では、県内の食
品関連企業が、県外市場



 

 

での競争力に抱えてい
る課題、取り組むべき課

題のうち、商品を市場に
出す際に、大切なプロセ

スは何か、また、首都圏
を中心とした県外から

見た際、商品ブラッシュ
アップするポイントを

学ぶことを目的とした
研修会を３回シリーズ

で開催しました。
 

第１回は８月２７日
 

（月）に「消費者・流通
の立場から見た正しい

商品開発の進め方」をテ
ーマに研修会を行いま

した。続く１０月２４日
（水）には「消費者・流

通の立場から見た商品
デザイン計画」をテーマ に実例に基づく研修を

行いました。１２月６日
には「消費者・流通の立

場から見た販売戦略と
商談の取り組み」をテー

マに懇談会形式で研修
を行いました。本企画は、

講演だけでなく、参加者
や企業が持参した商品

に評価・相談会も実施し
ました。研修は大変充実

した内容となり、アンケ
ート回答者全員が、「参

考になった」との感想で
した。特に、具体的な事

例を多く取り入れた内
容が、参加者の理解を深

めたという公的機関か
らの評価をいただきま

した。 
 

 ●●●●岡山県岡山県岡山県岡山県    岡山県では「おかやま
新商品フェスタ

 ２０１
３

 ＷＩＮＴＥＲ」開催
に向け、「販路開拓実践

塾」を９月から翌１月に
かけ、毎月１回、５回シ

リーズで開催していま
す。

 

９月１８日（火）の第
１回では、「変わる社会

の新視点に立つー未来
市場を掴む商品開発・販

路開拓」をテーマに研修
を行いました。５０名を

超える参加者が集まり、
盛況な研修となりまし

た。１０月１６日（火）
の第２回では、新製品開

発について。１１月１５
日（木）の講演では、

 

「商品ブラシュアップ
の上手な進め方」、１２

月１１日（火）は販路開
拓・拡大・自社品に関す

るプレゼンテーション
の完成。１月１５日（火）

は訴求力向上を予定し
ています。売れる商品へ

と育成し、最適市場へ向
けてマーケティングミ

ックスを選択してゆく、
実践的な研修会となっ

ています。

 

 ●●●●食壇沼津食壇沼津食壇沼津食壇沼津    （社）日本販路コーディ
ネータ協会が、２０１１

年度から助言を行って
いる「モノづくり、コト

づくり、場おこし」によ
る、ブランドづくりを目

的とした静岡県沼津市
の異業種連携体である

『食壇沼津』。

 

これまで、計１０回

 

の「街起こし」セミナー
が行われてきました。

 

〈〈〈〈２０１２２０１２２０１２２０１２年度年度年度年度ののののセミナセミナセミナセミナ
ーーーー〉〉〉〉    １０月２５日 

「食文化の掘り起しに
よる地域活性化戦略」 

講師 剣持正夫氏 
元横浜ロイヤルパー

クホテル調理部次長の
剱持正男氏をお招きし、

油通ししたアジの干物 と、沼津の幻の特産物で
ある大中寺芋（旧沼津御

用邸献上芋で、数件の農
家が種の保存のみを目

的に、自家消費用として
細々と栽培を続けてい

る、子供の頭程の大きさ
の里芋）を使用した広東

料理でのＡ級グルメの
レシピを紹介いただき

ました。 １１月２３日 
①「食文化の掘り起しに

よる地域活性化戦略」 
講師 辻康久氏 

このセミナーでは、日
本食の鉄人である元明

治記念館和食料理長の
辻康久氏をお迎えし、同

じく油通ししたアジの
干物と大中寺芋を使用

した和食Ａ級グルメ７
品目のモデルレシピを

紹介戴きました。 ②「ストリートパフォー
マンスによる地域活性

化戦略」 講師 後藤知彦氏 
元横浜ラーメン博物

館キャストであった三
っ沢グッチ氏を親方と

する素人チンドン集団
『昭和座華組』の皆様方

もお招きし、チンドン・
紙芝居・口笛演奏等の実

演も実施しました。 
来年１月１７日には

東京カリー番長（※）の
調理主任 水野仁輔氏を

お招きし、Ａ級カレーの
実演をお願いする予定

です。 ※ 東京カリー番長 
カレーをコミュニケー

ション・ツールとして
「ハッピーな空間」を作

ることを目標に活動し
ている出張料理ユニッ

ト。日本各地のイベント
やクラブなどに出張し、

創作カレーを販売。「二
度と同じカレーは作ら



 

  

ない」ことをポリシーと
しています。ＣＳフジの

番組『カリー番長が行
く！』では、カレー番長

が日本全国を旅して、地
元の人たちと触れ合い

ながら食材を集めカレ
ーを作ります。２０１２

年６月には、沼津カリア
ゲひものを題材にした

番組が放映されました。
「高足ガニ」やカリアゲ、

茶畑が紹介されました。

 

    〈『〈『〈『〈『高等学校高等学校高等学校高等学校』』』』とととと『『『『ソーシソーシソーシソーシ
ャルャルャルャル    コミュニティービ
コミュニティービ
コミュニティービ
コミュニティービ

ジネスジネスジネスジネス』』』』食壇沼津食壇沼津食壇沼津食壇沼津のののの活動活動活動活動〉〉〉〉    
自然景観・歴史文化・

食文化等の地域資源を
活用し、かつ様々な社会

的課題に対してビジネ
ス手法を駆使し、解決を 図っていく沼津市の街

興し『ソーシャル

 コミ
ュニティービジネス』団

体である食壇沼津は、本
年度さいたま市の高等

学校と連携し、全国的に
もまだ、実施されたこと

がない『高等学校』と『ソ
ーシャル

 コミュニティ
ービジネス』の活動に初

めて取り組みました。
 

これまで地引網・ダイ
ビング・吊るし雛制作等

の各種体験学習を加味
した沼津臨海教室の実

施等、高等学校との間で
幅広い展開を繰り広げ

ており、来年度も実施が
決まりました。

 

 『ソーシャル

 コミュ
ニティービジネス』の取

り組みは様々な特徴が ありますが、その一つと
して、「地産地消」をベ

ースにしながら、「地産
全消」・「地産来消」・「学

びの場」との連携という
三位一体型ビジネスモ

デルを目指していると
いうことが特筆されま

す。
 

また、今年の高校の文
化祭では、沼津市の街興

しや、観光紹介とともに、
沼津地域の食文化を紹

介しました。
 

 食文化の紹介コーナ
ーでは、①『揚物専用沼

津干物による素揚げ』や
②『大中寺芋』の展示、

及びこれを使用した料
理の販売を行いました。

 
生徒たちが臨海学校

で学んだ知識や経験を
展示紹介、そして調理販

売という形での実技演
習を、広く皆様にご覧い

ただきました。
 

〈〈〈〈日刊水産経済新聞
日刊水産経済新聞
日刊水産経済新聞
日刊水産経済新聞にににに活活活活

動掲載動掲載動掲載動掲載〉〉〉〉        また、これらの様子は
２０１２年１１月２９

日、日刊水産経済新聞に
掲載されました。

 

------------------------------ 

埼玉学園祭埼玉学園祭埼玉学園祭埼玉学園祭にににに揚揚揚揚げげげげ物物物物    
専用干物専用干物専用干物専用干物 まちおこしまちおこしまちおこしまちおこし 研究会研究会研究会研究会『『『『食壇沼津食壇沼津食壇沼津食壇沼津』』』』

 

静岡県沼津市で活動
している、まちおこし研

究会「食壇（しょくだん）
沼津」は、埼玉県さいた

ま市の高等学園に対し
「揚物専用の沼津干物

による素揚げ」２００枚
を提供。２３、２４日の

文化祭で同校生徒がこ
れを物販した。新たな食

文化として「食壇沼津」
が売り込みをかける「揚

物専用の沼津干物」が、
首都圏イベントに進出

するのは初めて。
 

 納入されたのは、水分
が飛んだ時を想定して

塩分少なめで仕上げた
駿河湾産の小アジ干物。

生徒らは油で揚げたり、 コメのバンズに挟んだ
バーガーにしたりして

提供。物販の体験を通じ、
来場者らと積極的に交

流した。

 

 現場を訪れていた「食
壇沼津」、観光コーディ

ネーターのスルガ銀行
の早川勝さんは「和食・

洋食・中華、外食中食内
食、Ａ級Ｂ級グルメ、何

でも使える素材として、
『揚物専用の沼津干物

による素揚げ』のマーケ
ットをもっと静岡県外

でも広げていきたい」と
話している。    

--------------------
--------------------
--------------------
--------------------    

今後も食壇沼津は活動
を続けます。    

  
●●●●ＮＨＫＮＨＫＮＨＫＮＨＫのニュースでのニュースでのニュースでのニュースで日日日日

本本本本セールスレップ
セールスレップ
セールスレップ
セールスレップ協会協会協会協会のののの

活動活動活動活動をををを放映放映放映放映されましたされましたされましたされました

 

 ２０１２年、１１月２
３日（金）、夜２３時３

５分からのＮＨＫ総合
テレビ番組「ビズプラス 

ＢＩＺ Ｐｌｕｓ 」で、 
今後の雇用問題につい

て、営業支援を行うセー
ルスレップの働き方が

注目され、協会のセール
スレップ・御子柴雄二さ

んが紹介されました。

 

 現在、協会のセールス
レップの資格合格者は

全国に千名以上に達し、
自身の方針によって

様々に活動しています。

 

 今回は特に、定年後の
働き方として、年金支給

開始年齢が延びる中、定
年後、どのように生活を

維持していくか、企業の
取り組み方や海外で仕

事を探すなど様々な働
き方の中で、営業支援、

セールスレップという
ビジネスモデルが注目

されました。

 

 セールスレップとい
う職業が、「開業にあた

っての資金や施設が不
要、働く時間が自由に設

定できる、働き方に応じ



 

 

ての報酬、今までの人脈
を活かせる」ということ

などが注目されている
背景にあります。

 

 御子柴さんの自宅オ
フィスや、扱い商材も紹

介されました。
 

 番組内で紹介された
御子柴さんから、ＮＨＫ

取材の舞台裏について、
お話をいただきました。

 

「１１月２３日金曜日
（勤労感謝の日）に、Ｎ

ＨＫニュース情報番組
で定年後の働き方の一

つとして、セールスレッ
プが取り上げられ、私が

取材対象となり、手がけ
ているレップ活動が放

送されました。

 放送日の４日前にセ
ールスレップ協会経由

でＮＨＫのディレクタ
ーから取材の申し入れ

があり、その日の夕方か
ら取材が始まり放送当

日の午前中まで自宅や
現場で慌しく取材が行

われました。
 

ＮＨＫの要望は、「自
宅と取引先で仕事をし

ている様子を撮影した
い」というもので、また、

「サラリーマン時代の
写真や会社設立時の証

明書なども欲しい」とい
われました。その中で一

番大変だったのは、撮影
現場です。クライアント

と取引先の産婦人科の
理事長に了解を得るこ

とでした。短時間で承諾
を得なければならず、夜

の９時過ぎに携帯電話
に直接連絡を入れて、取

材主旨を説明しところ
快く了承して頂き、現場

での仕事風景を取材す
ることができました。ク

ライアントの商品説明
をしながら理事長と商

談するシーンも放送さ
れて面目が保たれてひ

と安心でした。

 

取材中に他の取扱商 品についても取材して
いただきましたが、放送

段階では編集でカット
され、「セールスレップ」

という言葉が一言で伝
えられる「営業支援」と

いう言葉に置き換えら
れてしまったことが残

念でした。

 

放送終了後、新規顧客
開拓をしている産婦人

科を訪問したとき、院長
から「ＮＨＫの番組に出

ていたね」と言われ、Ｎ
ＨＫメディアはやはり、

凄いなと改めて感じた
次第です。

 

放送内容は協会のプ
レスリリース新着情報

に公開されていますの
でご覧ください。」
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 （社）日本販路コーディ
ネータ協会グループで

は、「ビジネスマネジメ
ントアドバイザー」「販

路コーディネータ」「商
品プランナー」「商品開

発士」「観光プランナー」
「観光士」「観光コーデ

ィネーター」等の育成と
認定を行っています。

 

 その資格合格者数は
全国で１，７００名を超

える団体となっていま
す。

 

また、グループの日本
セールスレップ協会で

は、営業のスペシャリス
トである独立営業支援

事業者の「セールスレッ
プ」及び企業勤務者の

「営業士」の育成と認定
を行っています。セール

スレップ協会では、これ
まで約１０００名（平成

２４年１２月現在）以上
の方を全国で育成・認定

してまいりました。セー
ルスレップは、メーカー

と販売先を橋渡しする
営業・販売支援のプロで あり、①専門分野・地域

での強い販路、②市場情
報のフィードバック、な

どを強みに、中小企業に
有効な売れる仕組みの

ひとつとして、全国各地
で中小企業販路開拓に

活用されています。

 

「セールスレップ・販路
コーディネータ協同組

合」は、関東経済産業局
認可、及び全国中央会の

加盟団体として長く活
動させていただき、現在

ではその専従事業者で
ある独立者の組合員の

事業者数は全国で５０
社、連携する事業者、団

体は２００社を超える
団体となっています。

 

 ＪＭＣグループの活
動の考え方は、専門家、

スペシャリストであり
ながらも、分野の広さと、

専門性の奥行きの深さ
を持ち、プロデューサー、

コーディネーター能力
を兼ね備えた人材像を

育成することです。たと
えば、農商工観光連携人 材育成などでは、商工業

と農林水産業の連携だ
けでなく、観光事業との

連携による効果として、
農林漁業者の有する研

究開発ニーズの中で、こ
れまで対応できなかっ

たものについて、商工業
者、観光事業者が有して

いる研究開発ノウハウ
を活用することで、様々

な対応できるようにな
ることが期待されてい

ます。

 

 しかし、現状の課題に
おいては、いくら時間を

かけても、新たな時代の
対応ができる人材を育

成するには、いままでの
専門教育やひとつの事

業者で育成することは、
困難な場合が多くあり

ます。専門の深さを求め、
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かつ幅広く、という人材
育成をひとつの企業や

事業者に求めることは
不可能に近いからです。

また、同時に分野ごとの
「市場の視点」に立った

思考、問題・課題解決、
創造力・企画力が求めら

れるからでもあります。
 

 今後はこの分野ごと
の業際も緩やかに変化、

拡大し、情報化の進展に
より、さらに連携

(コラボ
レーション

)化すること
が予想されます。現状の

育成方法では（１）狭い
スペシャリストの領域

だけでは、「市場の変化」
に迅速に対応できない。

（２）他の領域分野のス
ペシャリストの主張し

ている課題や意味が理
解できない。（３）他の

スペシャリストや相手
に対して多くの専門知

識を必要とするため会
議などに時間がかかる。

（４）狭い領域の視点か
ら、誰に相談、チームワ

ーク化すれば良いか、す
ぐに判断できない。など

の課題が生じます。

 

 これから必要なのは
「新しい日本を切り拓

く人材」の育成です。

  それは専門家の分野
を水平方向、垂直方向に

広げ、深めてゆける人材
育成であろうと考えま

す。また、その人材を育
成することができる「仕

組みづくり」だと考えて
います。そこで当協会は

情報化社会の中で、複雑
な問題を解決できる人

材を育成するために、特
定の分野の専門性を有

しつつ、他の分野へ一歩
づつ拡大し、とその専門

性の深さを同時に併せ
持ってゆくような人材

育成を目標としていま
す。 

 

 協会研修活動協会研修活動協会研修活動協会研修活動についてについてについてについて
 

これから創造・育成し
なければならない「複合・

融合型スペシャリスト」は 
「Ｗ型」「ＷＷ型」の人材像 

 研修事業で、これから
必要なのは新しい日本

を切り拓く「Ｗ型」「Ｗ
Ｗ型」人材の育成です。

これは水平方向、垂直方
向に領域を拡げ、専門性

を深めていける人材で
す。また、その人材を育

成することができる「仕
組みづくり」が必要です。 これからの日本に求

められる人材、またこれ
からの時代に要求され

る新たな人材像は最も
高い知識とスキル能力

を持つ「ＷＷ型の人材
像」となるでしょう。

 

 複数の専門分野を有
し、かつ分野の広さとあ

る程度の深さがある、い
わばコーディネーター、

プロデューサーとして
のＷＷ型の人材が時代

とともに求められてき
ます。この領域分野の拡

げ方は、水平、垂直に一
歩づつマスターしてい

くことが重要となりま
す。

 
これはスペシャリス

トでありながらも、分野
の広さと、専門性の奥行

きの深さを持ち、プロデ
ューサー、コーディネー

ター能力を兼ね備えた
人材像です。

 

特定の分野の専門性
を有しつつ、他の分野へ

一歩づつ拡大し、その専
門性の深さを同時に併

せ持っていく人材にな
るでしょう。    

                                   
                                   
                                      

 人材育成資格・検定 ＷＷ型人材育成 ビジネスマネジメントアドバイザー、販路コーディネータ、セールスレップ、観光コーディネーター、観光士、観光特産士、商品開発士、商品プランナーなどとのスキル保持とその融合 ＭＭの実践 ビジネスマネジメントアドバイザー、販路コーディネータ１級、セールスレップ１級、営業士マスター、観光コーディネーター、商品開発士などのＭＭリーダー 
 

分野の広さと専門性の深さを生かし、併せ持つ分野の融合でカバーする人材像分野の広さと専門性の深さを生かし、併せ持つ分野の融合でカバーする人材像分野の広さと専門性の深さを生かし、併せ持つ分野の融合でカバーする人材像分野の広さと専門性の深さを生かし、併せ持つ分野の融合でカバーする人材像     専門性の深さ

 

観光士観光士観光士観光士    商品プランナー商品プランナー商品プランナー商品プランナー    
ＢＭＡＢＭＡＢＭＡＢＭＡ    販路ＣＯ販路ＣＯ販路ＣＯ販路ＣＯ    レップレップレップレップ    

分野の広さ 

エキスパート２０１３年特別号エキスパート２０１３年特別号エキスパート２０１３年特別号エキスパート２０１３年特別号    ２０１３年３月２５日発行（隔月刊） 発行 社団法人日本販路コーディネータ協会 ＪＭＣ出版局 協賛 日本セールスレップ協会 経済産業省認可セールスレップ・販路コーディネータ協同組合 〒115-0045 東京都北区赤羽 1-52-12  TEL：03-3598-6898  MAIL：info@jrep.jp  info@hanro.jp URL：www.jmcp.jp  www.jrep.jp  www.hanro.jp  


